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東川口病院における感染管理のための基本指針 

 

◆ 第１項 感染管理指針の目的  
この指針は、感染の予防・再発防止策及び集団感染事例発生時の適切な対応な

ど東川口病院（以下当院）における感染管理体制を確立し、適切かつ安全で質

の高い医療サービスの提供を図ることを目的とする。 

◆ 第２項 感染対策に関する基本的考え方 

全ての患者に対して標準的に講じる疾患非特異的な感染対策（全ての人の血

液・汗を除く体液・粘膜・損傷のある皮膚は何らかの病原体を持っている可能

性がある対象として対応する＝スタンダードプリコーション[標準予防策]）お

よび感染経路別予防策を実践することにより、患者と医療従事者双方における

感染の危険性を減少させる。 

◆ 第３項 感染管理のための委員会及びその他院内組織に関する基本的事項 

感染管理に関する院内全体の問題点を把握し改善策を検討、周知する場として、

院内感染対策委員会を設置する。また、感染防止対策を充実・強化し継続的に

実施するためにＩＣＴを設置する。 

院内感染対策委員会 

①  各部署代表者で構成する。 

②  毎月１回開催する。また必要時委員長は臨時委員会を開催することが出

来る。 

ＩＣＴ 

①感染防止対策の把握、評価、周知、対策、指導などの実践的活動を組織

的に行うため、院内にＩＣＴ（インフェクションコントロールチーム）

を構成する。 

所掌業務 

①  医療関連感染等の様々な感染症の予防に関すること 

②  ＩＣＴ指摘事項に関すること 

③  結核やインフルエンザ、新型コロナウイルス感染症等の深刻な事態を招

くと思われる感染症に関すること 

④  ＨＩＶに関する諸問題 

⑤  職業感染防止に関する事項 

⑥  異常な感染症が発生した場合の速やかな原因究明、改善策の立案、全職

員への周知徹底 

⑦  患者等への感染対策の広報や相談 

⑧  感染対策に対する職員の教育・研修に関すること 

⑨  抗菌薬適正使用に関する事項 

⑩  その他、委員会が必要と認める事項 
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◆ 第４項 感染対策に関する職員研修についての基本方針 

医療従事者一人ひとりの感染対策の実践レベルが高くなければ、感染対策を

徹底することは出来ない。患者及び医療従事者の感染リスクを最小限にする

為、感染管理の基本的考え及び具体的方策について、職員に対し以下のとお

り教育・研修を行う。 

①  教育・研修の責任者は院内感染対策委員長とする。 

②  全職員を対象とした研修会・講習会を年２回以上開催する。 

③  院外の感染対策を目的とした各種学会、研修会、講習会の開催情報を広告

知し、自己研鑽の機会を得られるように支援する。 

◆ 第５項 感染症の発生状況の報告に関する基本方針 

  医療関連感染とは、医療の提供を受けている患者が、原疾患とは別に新たに

感染症を発病する場合を示す。なお、医療従事者が感染する職業感染も含ま

れる。当院は感染レポートから感染症の検出状況を把握し、その対策・改善

策についてＩＣＴ及び院内感染対策委員会にて報告・検討周知する。また、

ＩＣＴが院内ラウンドを行い、リスク事例の把握、評価、周知、対策、指導

を行い、特記事項は院内感染対策委員会に報告する。 

◆ 第６項 感染症事例発生時の対応に関する基本方針 

  感染症事例（新興感染症含む）が発生した場合には、発生部署責任者が院内

感染対策委員長に報告し、必要に応じ臨時院内感染対策委員会を招集し二次

感染の予防、対応策を検討する。対応策に関して川口市保健所や連携医療機

関（三郷中央総合病院、戸田中央総合病院）と連携を図り、妥当性について

評価や適宜助言を頂き、その内容を再度院内感染対策委員会で検討し、決定

事項を実行する。 

また、ＩＣＴは情報収集（感染管理状況の把握）の上迅速に特定し対応する。 

◆ 第７項 抗菌薬適正使用に関する基本方針 

一部広域抗菌薬や抗 MRSA 薬は届出制とし処方の際に届け出用紙提出を求める。 

  薬剤師が抗菌薬の適切な投与量に関して随時情報提供を行う。 

  アンチバイオグラムを作成、不必要に広域内抗菌薬を使用しないよう努める。 

  抗菌薬使用期間が 14 日を超える場合は、使用理由の確認を行い不必要に長期

投与とならないよう監視する。 

◆ 第８項 連携医療機関との感染情報共有体制  

  連携医療機関と新興感染症発生状況のほか、抗菌薬の使用量、耐性菌検出率、

対応に関することなど共有・検討するため年 4 回のカンファレンスを実施す

る。 

 

 


